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US 中　国 AUS カナダ タ　イ 合　計
農林水産物 1871 824 451 482 319 6914
農　産　物 1502 479 322 230 181 3971





にんにく 中国(100) わかめ 中国(76)･韓国(24)
なす 韓国(100) うなぎ(含調製品) 中国(73)･台湾(27)
乾しいたけ 中国(100) かぼちゃ(生鮮) NZ(69)･メキシコ(15)･トンガ(11)
ねぎ 中国(99) ブロッコリー(生鮮) US(86)･中国(13)
生しいたけ 中国(100) しょうが(生鮮) 中国(95)
畳表(千枚) 中国(100) さといも(生鮮･冷凍) 中国(100)
生鮮トマト 韓国(87)･US(12) レタス US(100)
ピーマン オランダ(60)･韓国(20) 生鮮いちご US(76)･韓国(20)･NZ(4)































































































暦　　年 1999 2001 1999 2001 1999 2001
農産物作付総面積シェア 33.8 33.2 42.4 43.1 23.8 23.7
穀物作付面積シェア 33.4 31.6 42.5 44.1 24.1 24.3
油料作付面積シェア 25.8 27.8 52.4 51.1 21.8 21.1
果 樹 園 面 積 シ ェ ア 58.3 58.1 21 20 20.7 21.9
野菜作付面積シェア 49.3 49.8 34.4 33.6 16.3 16.6
穀 物 生 産 量 シ ェ ア 37.2 35.7 42.5 43.3 19.4 21
農 村 労 働 力 シ ェ ア 40 40 34.7 35 25.3 24.9





























































ばれいしょ 6506 292 4.5
きゅうり 1593 77 4.8
キャベツ 1850 148 8.0
トマト 1790 77 4.3
なす 1103 47 4.3
たまねぎ 1129 121 10.7
にんじん 461 68 14.8
かぼちゃ 333 27 8.1
カリフラワー 461 3 0.7
えんどう 117 4 3.4
いんげん豆 135 6 4.4
さといも 147 25 17.0
にんにく 16 2 12.5
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・ H12 トン・ H12
にんにく 29225 61.5 18288 青森(80)： H12
なす 1970 0.4 476900 高知(11)･福岡(7)･熊本(7)･群馬(6)･茨城(5)： H12
乾しいたけ 9144 63.6 5236 大分(28)･宮崎(13)･岩手(10)･愛媛(5)･栃木(5)： H12
ねぎ 37375 6.5 536700 千葉(14)･埼玉(10)･茨城(9)･北海道(7)： H11
生しいたけ 42057 38.5 67224 群馬(8)・北海道(7)･岩手(6)･茨城(6)･徳島(6)： H12
畳表(千枚) 20300 59.4 13872 熊本(95)･福岡(5)： H12
生鮮トマト 13003 1.6 806300 熊本(9)･千葉(7)･愛知(6)･茨城(6)･北海道(6)： H12
ピーマン 10326 5.7 171400 宮崎(23)･茨城(16)･高知(12)･鹿児島(7)･岩手(6)： H12
たまねぎ(生鮮) 262179 17.4 1247000 北海道(51)･兵庫(11)･佐賀(11)： H11
かぼちゃ(生鮮) 133167 34.4 253600 北海道(44)･鹿児島(7)･茨城(5)： H12
ブロッコリー(生鮮) 79181 48.9 82900 埼玉(17)･愛知(14)･北海道(6)･群馬(5)： H11
しょうが(生鮮) 47826 59.2 32902 根しょうが：高知(46) H12
さといも(生鮮･冷凍) 76219 24.8 230500 千葉(17)･宮崎(11)･鹿児島(9)･埼玉(8)： H11
レタス 4773 0.9 537200 長野(27)･茨城(14)･香川(7)･兵庫(6)： H11
生鮮いちご 5527 2.6 205300 栃木(12)･福岡(11)･熊本(7)･静岡(7)･長崎(6)： H12































総合農政 農林水産貿易 大臣等 総合農政 農林水産貿易 大臣等
主な野菜「17道県」 29 / 49(11 / 17) 16 / 23(10 / 17) 2 / 3 32 / 47(13 / 17) 14 / 22( 9 / 17) 4 / 5
主な輸入野菜競合する
「23道県」
35 / 49(14 / 23) 16 / 23(10 / 23) 2 / 3 32 / 47(17 / 23) 14 / 22( 9 / 23) 4 / 5
監視対象の輸入野菜と
競合する「20道県」


















表 7 主な輸入野菜の過去 5年の前年比変化率と輸入数量
％ 倍 畳表は千枚･他はトン
1997 1998 1999 2000 2000/1996 1996 1997 1998 1999 2000
にんにく 7.6 5.3 -1.7 11.3 1.24 23574 25373 26717 26260 29225
なす 19.4 291.7 24.6 19.0 6.94 284 339 1328 1655 1970
乾しいたけ 30.4 -3.7 1.1 0.0 1.27 7206 9400 9049 9146 9144
ねぎ -2.2 362.4 211.6 76.3 24.85 1504 1471 6802 21197 37375
生しいたけ 6.7 20.6 0.7 33.0 1.72 24394 26028 31396 31628 42057
畳表(千枚) -24.1 19.9 31.2 49.6 1.79 11369 8628 10344 13569 20300
生鮮トマト 94.6 322.3 110.9 49.5 25.90 502 977 4126 8700 13003
ピーマン 46.1 51.2 27.0 45.2 4.07 3985 5823 8807 11185 16237
たまねぎ(生鮮) -5.3 17.2 9.2 17.3 1.42 184455 174611 204639 223435 262179
かぼちゃ(生鮮) -5.7 -5.0 19.5 -13.5 0.93 143790 135665 128875 153964 133167
ブロッコリー(生鮮) -2.7 4.7 21.4 -13.2 1.07 73767 71811 75158 91239 79181
しょうが(生鮮) 5.7 -8.0 12.7 39.3 1.53 31318 33101 30462 34337 47826
さといも(生鮮･冷凍) -31.0 -3.0 6.9 22.0 0.87 87567 60460 58665 62715 76504
さといも（生鮮) -76.5 2.1 67.9 97.1 0.79 25643 6025 6149 10322 20345
さといも(冷凍) -12.1 -3.5 -0.2 7.2 0.91 61924 54435 52516 52393 56159
レタス -13.8 152.3 -37.8 33.4 1.80 2646 2280 5753 3577 4773
生鮮いちご 4.3 -4.1 11.2 10.6 1.23 4491 4686 4494 4999 5527






















































































































































は日本の野菜の輸入需要曲線を表わし、点 Gは無貿易均衡、点 L、点 Cおよび点 Eは自由貿易均衡
を表わす。実際には外国からの野菜輸入には関税が賦課されているがここでは無視している。野菜輸
入がゼロの状態から野菜輸入が増加した状態に変化することにより、野菜の貿易利益（＝各国の総余
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農林水産大臣 谷　洋一 兵庫 5区 谷津　義男 群馬３区
農林水産副大臣 松岡　利勝 熊本３区
農林水産副大臣 田中　直紀 * 新潟
農林水産大臣政務次官 石破　茂 鳥取 1区 金田　英行 北海道７区
農林水産大臣政務次官 三浦　一水 * 熊本 国井　正幸 * 栃木
自民党総合農政調査会
会長 堀之内　久男 比例九州(宮崎) 堀之内　久男 比例九州(宮崎)
会長代理 中川　昭一 北海道１１区 中川　昭一 北海道１１区
二田　孝治 秋田１区 二田　孝治 秋田１区
若林　正俊 * 長野
最高顧問 江藤　隆美 宮崎２区 江藤　隆美 宮崎２区
顧問 小里　貞利 鹿児島４区 小里　貞利 鹿児島４区
大原　一三 比例九州(宮崎) 大原　一三 比例九州(宮崎)
久間　章生 長崎２区 久間　章生 長崎２区
野呂田　芳成 秋田２区 近岡　理一郎 山形３区
葉梨　信行 茨城３区 野呂田　芳成 秋田２区
保利　耕輔 佐賀３区 葉梨　信行 茨城３区
牧野　隆守 福井２区 保利　耕輔 佐賀３区
宮下　創平 長野５区 牧野　隆守 福井２区
村岡　兼造 秋田３区 宮下　創平 長野５区
井上　吉夫 * 鹿児島 井上　吉夫 * 鹿児島
上杉　光弘 * 宮崎 上杉　光弘 * 宮崎
副会長 赤城　徳彦 茨城１区 青山　丘 比例東海(愛知)
衛藤　征士郎 大分２区 赤城　徳彦 茨城１区
遠藤　武彦 山形２区 遠藤　武彦 山形２区
太田　誠一 福岡３区 太田　誠一 福岡３区
亀井　久興 島根３区 亀井　久興 島根３区
河村　建夫 山口３区 木村　太郎 青森４区
北村　直人 北海道１３区 北村　直人 北海道１３区
栗原　博久 新潟４区 栗原　博久 新潟４区
古賀　誠 福岡７区 古賀　誠 福岡７区
古賀　正浩 福岡６区 佐藤　静雄 北海道４区
佐藤　静雄 北海道４区 佐藤　剛男 福島１区
坂井　隆憲 佐賀１区 七条　明 比例四国(徳島)
鈴木　俊一 岩手２区 鈴木　俊一 岩手２区
園田　博之 熊本４区 園田　博之 熊本４区
田野瀬　良太郎 奈良４区 田野瀬　良太郎 奈良４区
武部　勤　　 北海道１２区 武部　勤　　 北海道１２区
松岡　利勝 熊本３区 谷　洋一 兵庫５区
松下　忠洋 比例九州(鹿児島) 松下　忠洋 比例九州(鹿児島)
宮路　和朗 鹿児島３区 宮路　和朗 鹿児島３区
村上　誠一郎 愛媛２区 宮本　一三 兵庫９区
持永　和見 宮崎３区 持永　和見 宮崎３区
谷津　義男 群馬３区 森　英介 千葉１１区
柳沢　伯夫 静岡３区 横内　正明 山梨３区
横内　正明 山梨３区 岩永　浩美 * 佐賀
岩永　浩美 * 佐賀 魚住　汎英 * 熊本
太田　豊秋 * 福島 太田　豊秋 * 福島
鹿熊　安正 * 富山 鹿熊　安正 * 富山
片山　虎之助 * 岡山 金田　勝年 * 秋田
金田　勝年 * 秋田 亀谷　博昭 * 宮崎
亀谷　博昭 * 宮崎 須藤　良太郎 * 比例代表(群馬)
国井　正幸 * 栃木 田村　公平 * 高知
須藤　良太郎 * 比例代表(群馬) 矢野　哲郎 * 栃木
矢野　哲郎 * 栃木
自民党農林水産物貿易調査会
委員長 中川　昭一 北海道１１区 中川　昭一 北海道１１区
委員長代理 鈴木　俊一 岩手２区 鈴木　俊一 岩手２区
二田　孝治 秋田１区 二田　孝治 秋田１区
常任顧問 谷津　義男 群馬３区
顧問 高村正彦 山口１区 臼井　日出男 千葉１区
副会長 赤城　徳彦 茨城１区 赤城　徳彦 茨城１区
遠藤　武彦 山形２区 遠藤　武彦 山形２区
金田　英行 北海道７区 木村　太郎 青森４区
岸本　光造 和歌山２区 岸本　光造 和歌山２区
北村　直人 北海道１３区 北村　直人 北海道１３区
栗原　博久 新潟４区 栗原　博久 新潟４区
古賀　正浩 福岡６区 古賀　正浩 福岡６区
園田　博之 熊本４区 園田　博之 熊本４区
武部　勤　　 北海道１２区 武部　勤　　 北海道１２区
中山　成彬 宮崎１区 萩山　教厳 富山
松岡　利勝 熊本３区 馳　浩 石川１区
松下　忠洋 比例九州(鹿児島) 松下　忠洋 比例九州(鹿児島)
宮路　和朗 鹿児島３区 宮路　和朗 鹿児島３区
森　英介 千葉１１区 森　英介 千葉１１区
太田　豊秋 * 福島 太田　豊秋 * 福島
景山　俊太郎 * 島根 金田　勝年 * 秋田
国井　正幸 * 栃木 須藤　良太郎 * 比例代表(群馬)
須藤　良太郎 * 比例代表(群馬) 三浦　一水 * 熊本
事務局長 赤城　徳彦 茨城１区 赤城　徳彦 茨城１区
注）＊印は参議院議員を示す。選挙区が記入してない議員は選挙制度による。
比例代表制の議員は出身都道府県を記入した。
Increased Vegetable Imports from China and 
the Interests of Groups involved in the Trade Business
Nobuo TERAMACHI
Abstract
In recent years, vegetable imports from China have tended to be on the rise, a trend which has
impacted the interests of groups involved in the import and export business. Affected groups include, in
the exporting country (China), vegetable farmers and related parties and the Chinese government,
and--in the importing country (Japan)--importers, vegetable producers, food processing businesses, the
restaurant business, retailers, consumers, members of the diet from agricultural-commodity producing
areas, the Japanese government, and industries exporting to the Chinese market. In addition to dis-
cussing the impact on the interests of the various groups involved, this paper will also touch upon the
background to the imposition of WTO provisional safeguards on three types of Chinese agricultural com-
modities by the Japanese government as of April 2001, including agricultural policy and circumstances
of the two countries. Further, it will discuss the relationship that exists between ruling party (Liberal
Democratic Party) assemblymen who are influential in the agricultural sphere and the vegetable-pro-
ducing regions, which is behind the imposition of the WTO provisional safeguards. In conclusion, this
study will also offer a comprehensive overview of the economic impact of increased vegetable imports
from the standpoint of comparative advantage trade theory. It asserts that the prices paid by other sec-
tors as well as the Japanese people for Japan’s protectionist stance on agricultural issues, in the midst of
negotiations with the WTO and for the free trade agreements, are not insignificant. The paper is organ-
ized as follows: 1. Introduction, 2. Vegetable imports to Japan from China and imports developed by
Japanese business, 3. China’s agricultural and foreign trade policy and groups engaged in Chinese agri-
culture (vegetable production), 4. Japan’s domestic vegetable market, 5. Vegetable-producing prefec-
tures and Liberal Democratic Party assemblymen, 6. Japan’s foreign trade policy on agriculture, 7.
Overview of economic surplus analysis and foreign trade policy
Keywords :  increased vegetable imports from China, imports developed by Japanese business, China’s
agricultural and foreign trade policy, Japanese pressure groups in agricultural sector ,
WTO provisional safeguards
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